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英語教育におけるアルファベット文字体系について
瀬田 華人 (岡山大学教育学部)
本稿は,まず,中学校における英語学習の過程において,学習者の障壁となり得る要素の内のいくつ
かは,アルファベットとい う文字体系と深く関係 していることを指摘する｡次に,英語教育内容学とい
う観点から,将来英語教師を目指す学生に,教育現場で必要とされる実践的な応用力を身につけさせる
ためには,大学の講義ではアルファベットに関してどのような知識を提供すべきであるかについて論じ,
実践的な教授手順と共に具体的な教授内容を提示する｡
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I.はじめに
教育学部における教科専門科目としての英語学の
授業のあり方を問い直す動きの中で,2001年度日本
教育大学協会中国地区外国語部門連絡協議会では,
中国地区の国立大学すべての教育学部英語教育講座
において,教科内容学の研究に着手することが採択
され1),英語教育に携わっている各大学の教員一人
ひとりが新たな研究に取り組むこととなった｡各大
学の代表者によるワーキンググループを中核として
教科内容学についての研究が進められ,その成果は
松浦他 (2002)で提示された｡
英語教育内容学は,今まで科学として確立されて
きた英語学,英米文学,比較文化学等の学問的体系
をそのまま英語科内容学として教授する立場を離れ,
小学校 ･中学校 ･高等学校での英語教育の実践を念
頭において,大学で各種学校の英語教員を養成する
ための,英語教育の目的,内容,方法の有機的な連
携を目指した英語教育固有の学問としての体系化の
可能性を探求するものである｡実際,この観点に立
った研究は,特に英語学領域において行なわれてき
た｡瀬田･脇本 ･小迫 (2002a),瀬田･脇本 ･小迫
(2002b),脇本 ･瀬田･小迫 (2003),小迫 ･瀬田･
脇本 (2005)では,音声学 ･音韻論,統語論,形態
論,語用論などの学問分野に基づいて,あるいは社
会言語学やコーパス言語学の枠組みから,さらには
英語史という通時的な観点から,それぞれ具体的な
実践教授モデルが提案されている｡
本稿では,英語教育内容学という視点に立って,
特に中学校における英語学習の過程において障壁と
なり得る要素のうち,アルファベット (字母とも呼
ばれる)に係るものを取り上げ,将来英語教師を目
指す学生に,教育実践現場で生じるであろう問題点
を解決したり,生徒からの質問に答えたりすること
を可能にする実践的な応用力を身につけさせるため
には,大学の講義においてどのような教育内容が必
要であるかについて論じる｡
Ⅱ.英詩教育内容研究としての文字体系
漢字仮名交じりの日本語の文字体系に慣れている
日本人にとっては,英語学習に際して,いくつかの
点で大きな困難に直面する｡例えば,既に瀬田･脇
本 ･小迫 (2002a:62-64)で論じたように,英語の
音声面の学習では,英語と日本語の音韻体系,とり
わけ音節構造 (つまり,子音(C)と母音(Ⅴ)の結合の
仕方)の違いが大きな障害となる｡英語の場合,普
節は ｢母音を中心にして前後に子音が並んだ音の単
位｣と言える2)が,日本語の場合は ｢母音のみ,あ
るいは子音とそれに続く母音からなる単位｣である
ため,英語のdressやstreetは日本人学習者にとっ
ては発音が非常に難しくなる｡というのも,dress
/d∫es/はCCVCという音節構造をしているが,日本語
の音節構造は CC-のように子音が連続する単位も,
-VCのように子音で終わる単位も含まないからであ
る｡従って,1音節のdress/d∫es/(CCVC)は,日
本人学習者にとっては ｢ドレス｣/doresu/(CV･CV･
CV)のように3音節で発音してしまうことになる｡
street(CCCVC)のような子音が3つ連続する語にな
ると発音は一層困難となる｡
このような英語と日本語の音声面の違いは音韻
体系だけの問題に留まらず,実は,文字体系の問題
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でもある｡実際,英語の子音や母音のような単音
(phone)を表すために考案されたのがアルファベッ
ト3)であり,/a/,/i/,/u/,/e/,/o/という5つ
の単音 (基本母音)の他はすべて子音 1つと母音 1
つから成る音節(cy)を表す日本語の仮名 (平仮名お
よび片仮名)とは大きく異なる｡教授者は,特にこ
の点を十分に押えておく必要がある｡そうでないと,
音声指導は言 うまでもなく,スペリング指導や語費
指導を適切に行なうことが困難になるものと予測さ
れる｡
しかしながら,英語のアルファベットや日本語の
仮名のような文字体系についての知識は,残念なが
ら大学の講義で与えられる機会はないのではと推察
される｡｢英語学概論｣や ｢英語学入門｣のような講
義では,主として音韻論 (音声学),統語論,形態論,
意味論などが扱われ,場合によって,語用論,情報
構造,日英語の比較 (語嚢,語順,文構造)などが
取り上げられるが,文字や文字体系についての研究4)
については言及されることは恐らくないであろう｡
さらに,｢英語史｣のような講義においても,古英語
から論じられるのが一般的で,場合によって印欧語
族からの言語系統について軽く言及する程度で,文
字や文字体系について解説されることはほとんどな
いようである｡5)
このような状況を踏まえて,文字や文字体系につ
いての内容は,英語史の中でよりも英語学概論や英
語学入門のような講義の中で取り上げ,英語教育内
容学という観点から解説してもらうことを提案した
い｡以下では,将来の英語の指導者として大学生が
基礎知識として学んでおくのが望ましいと思われる
教育内容についていくつか提示する｡
Ⅱ.文字体系に係る教育内容
前節で述べたように,アルファベットと日本語の
文字体系についての基礎知識を身につけることは,
音声指導やスペリング指導などの教育実践の場にお
いて,より効果的な指導を可能にするのみならず,
生徒達の疑問に答えることのできる実践的な応用力
の養成に不可欠だと思われる｡では,基礎知識とし
てどのような教育内容を考えたらよいのであろうか｡
英語を教えるときに最も重要なことの一つは,ア
ルファベットとはどのような文字体系であるのかを
理解しておくことである｡そのためには,まず,ア
ルファベットの起源と伝播についての知識は不可欠
であると思われる｡また,アルファベットと対立す
幸人
る,日本人学習者が普段用いている仮名 (平仮名 ･
片仮名)についても,その起源について簡単に触れ
て確認しておくことは必要であろう｡さらに,アル
ファベット文字体系と漢字仮名交じり文字体系の本
質的な違いについても知っておくことは意味のある
ことだと思われる｡以下,この順に,具体的な教授
内容を提示していく｡
1.アルファベットの起源と伝播
アルファベットの起源については,実は不明な点
も多く,はっきりしていないのが現状である｡その
ため,いくつかの主要な説について簡単に見ておく
程度でよいと思われるかもしれないが,最も説得力
があり有力であると思われる説を取り上げて解説す
ることは必要である｡代表的な説としては,最古の
アルファベットは,紀元前 15世紀頃に地中海東岸で
用いられていたフェニキア文字とする説6),紀元前
14世紀にシリアの北海岸 (現在のラス ･シャマラ)
で用いられていたウガリット(Ugarit)襖形文字とす
る説 7),紀元前第三千年紀に古代エジプ ト人によっ
て用いられていた象形文字 (聖刻文字,ヒエログリ
フとも呼ばれる)を起源とする説8)などを取り上げ
るとよい｡このうち最後の説を,最も説得力がある
説として解説することになるが,この場合,アルフ
ァベットといっても,英語のように子音と母音の両
方を表すアルファベットではなくて,子音のみを表
すアルファベット (正確には単子音 (子音が連続し
た2子音や3子音ではなく) を表すアルファベッ
ト)で,下の図1に見るような ｢子音アルファベッ
ト｣(consonantalalphabet)と言われるものであっ
た点は是非とも押えておきたい｡
- 64-
英語教育におけるアルファベット文字体系について
記 号
??
?
? ?
?? ? ?? ? ?
?? ? ? ? ?
? ? ? ?
?? ? ? ?
? ?
?
?
??
? ? ?? ? ? ?
? ?
鞠 /意味 書 店
3/vuhue glOtalstop
i/80wemgreed i
y/two80werlngreeds Y
y/obliquestrokes y
I/foream andhmd
v/quailchick
W/ctlrSivefor
b/foot
p/mat
I/homedviper
m/ma(
n/water
r/mouth
a/reedshelter
タ/twisted且aLX
.a/sicveO)
_A/aniEd'sb叫
∫/doorbolt
5/foldeddoth
I/pool
辛/山l
A/baskelwidth且ndle
?
? ?
? ?
?
?
/j肝StWd(?)
/loaf
/tetheringrope
/hind
/snake
Semidclqm??
?
?
??
??
?
H(S山ghdyguteral)
EH(asinScottishhcb)
EH(so丘)
??? ?
?
?
?
CH(asinchin)
D
J
に,このフェニキア ･アルファベットを借用したと
言われている｡ 10)ここで非常に重要なことは,子音
中心のセム系言語のフェニキア語と違い,印欧語族
に属すギリシア語では母音と子音は両方とも対等に
用いられており,そのためギリシア人は新たに母音
音素を表す記号を造る必要があったという点である｡
分かりやすい例として,母音記号A(アルファ)を取
り上げ,下の図2を提示しつつ解説するのは効果的
だと思われる｡解説の仕方としては,フェニキア文
字の'豆1ep(ア-レプ)の最初の子音(')は声門音で,
ギリシア語にはない音素であったため,ギリシア人
は,その子音記号(りの声門音は使わず aの音価だけ
を使って母音記号A(アルファ)を造った,というこ
とだけで十分である｡なお,場合によっては,同様
にフェニキア文字のhe(--)からE(エブシロン),
y6d(ヨー ド)(つまりy･の音)からⅠ(イオータ),
a`yin(アイン)(つまり声門音(`))から0(オミク
ロン)をそれぞれ造り,また他の言語から Y(ユブ
シロン)を取り入れて,づいにギリシア語を表すの
に必要な短母音のための記号をすべて手に入れたと
いうことも解説して_もよい｡l)
図1 古代エジプトの子音アルファベット
(Fischer(2001:40)より引用)
ここで,古代エジプ ト象形文字起源説の内容につ
いては,次のような手順で解説するとよい｡
(i)まず,古代エジプ トの原始アルファベット
つまり単子音のみを表すアルファベットの原理が,
エジプトに住んでいたセム系の諸民族によってセム
語に取り入れられる｡ここで重要なことは,セム語
などのセム系言語では文字は子音のみを表すという
特徴を持つ点を押えることである｡また,この古代
エジプト語の子音アルファベットからセム語の子音
アルファベット-の移行の段階で重要な働きをした
と考えられているのが,紀元前 1800-1600年頃の原
シナイ文字 (この名称はエジプト北東部のシナイ半
島の遺跡から発見されたことに由来する)であった
ことを付け加えてもよい｡9)
(ii)その後,セム語の子音アルファベットは,
地中海沿岸の港を支配していたフェニキア人によっ
て,絵文字的なものから絵文字的でない線形のもの
-と改変され,近隣地域に広まる｡
(iii)フェニキア人と交易のあったギリシア人
も,およそ紀元前 10世紀,遅くても紀元前850年頃
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図2 フェニキア文字からギリシア文字
-の変遷
(Robinson(1995:166)より引用)
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ギリシア人が紀元前5世紀には,すでに今日の英
語のアルファベットに似た,子音字と母音字から成
るアルファベット 12)を完成させたことは,文字の
歴史において類を見ない偉業であったという点は特
に強調したい｡
なお,子音アルファベットと,子音と母音の両方
を表す英語のアルファベットの違いについては,時
間が許せば少し解説を加えておきたい｡まず,子音
のみを表す子音アルファベットは,古代エジプ トの
象形文字だけに見られるものではなく,今日でも-
プライ語やアラビア語などのセム系言語の文字に多
く見られるということを確認させたい｡特に,アラ
ビア文字は,アラビア半島を始め,近東全域,アジ
ア西部,中央アジア,東南アジアなどの広い地域で
用いられ,イスラム教の聖典に使われているという
こともあり,世界で最も重要な文字の一つとなって
いる点も指摘しておきたいOアラビア文字は,基本
的に子音を表し,母音については点などの発音区別
符号をつけて表されることもあるが,最も頻用され
る短母音の符号は省略されるため,母音の特定は聞
き手の判断に委ねられるということも指摘しておき
たい｡さらに,下の(1)のような-プライ語の例をあ
げて,(la)の3文字が(lb)のような4-5通りの意
味に解釈されることを示したり,(2)のような英語の
例をあげて,(2a)と(2b)を対比させてみたりするの
も,子音アルファベットについての理解を深めるに
は効果的であると思われる｡13)
(Ⅴ)紀元前7世紀,エ トルリア ･アルファベット
はローマ人に受け継がれる｡ここで押えておきたい
のは,ローマ人は (紀元前3世紀に)ェ トルリア文
字Cから有声音/g/を表す文字Gを新たに造るなどの
重要な変更を加えたとい う点である｡16)このロー
マ ･アルファベット (ラテン ･アルファベットとも
呼ばれる)は,ローマの強大な軍事力と経済力に支
えられて西ヨーロッパ各地-と広がり.現代の西ヨ
ーロッパ諸国の文字の基になったことも押えておき
たい｡
(vi)紀元 800年頃に,ローマ ･アルファベット
に最後の変更が加えられる｡Vの文字を2つ続けて
/W/の音を表すWや,母音の/u/を子音のVと区別す
るために作られた U,そして Ⅰという文字の子音的
機能を区別するために作られたJが新たに追加され
ることになる｡こうして,ローマ ･アルファベット
は現代の英語のアルファベット-と発達することに
なる｡17)
まとめの意味でも,下の図3のような,フェニキ
ア ･アルファベット文字から現代ローマ ･アルファ
ベット文字までの変遷を示した図を提示することに
よって,理解の定着をはかるのも非常に効果的だと
思われる｡
(1)a.九tv
b.katav(=ⅠⅥ･ote)/kotav(=Iwrite,
awriter)/katoov(=written)/
kitav (=letters, script)/(kitovet
(=address))
(2)a.wcnrdbthcnsnntsndvwls.
b.Wecanreadbothconsonantsandvowels.
(iv)ギリシア ･アルファベットは,その後,イ
タリア半島のエ トルリア人に引き継がれる｡ 14)ここ
で重要なのは,エ トル リア人は,アルファベット文
字に対して,ギリシア人が借用したセム文字の古い
名称は引き継がず,実際の音価に基づいて彼ら独自
の名称をつけたという点である｡その結果,エ トル
リア人がアルファベット文字につけた名称のほとん
どが今 日よく知られている英語のアルファベット文
字の名称になったと言われる｡15)
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図3 古いアルファベットから新しい
アルファベット-の変遷
(crystal(1987:202)に基づく)
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2.日本語の文字体系の始まり
ここでは,漢字と仮名に係る教授内容を示すが,
扱う内容については,次のような流れで説明すると
よい｡
(i)まず,漢字については,紀元3世紀頃に朝鮮
経由で日本に漢字が伝えられたらしいと言われてい
る 18)ことを示す｡なお,日本に漢字が入って来る
前に文字があったかどうかは,現在のところはっき
りとしていないことについても示しておく方がよい｡
(ii) 日本最古の歴史書である『古事記』(紀元 712
年完成)について触れ,『古事記』が漢文で表記され
ていたことを確認させる｡ここで重要なことは,そ
もそも古代日本語は,古代中国語とは大きく異なり,
単音節ではなく複音節であり,しかも腸着帯 (-早
語の屈折 ･語尾変化によって文法関係を表す言語)
であったため,漢字は日本語を表すのには不便で適
していなかったということを理解させることである｡
(iii)その結果,日本語に漢字を取り込む工夫と
して,漢字の意味だけではなく音も借用することに
なる｡具体的には,漢字の意味とは無関係に音のみ
で46の漢字を選び,5つの母音(/a/,/i/,/u/,/e/,
/o/)と41の 子`音+母音'(/ka/,/ki/,/ku/,/ke/,
/ko/,-)から成る音節表を造り出した 19) というこ
とを説明するとよい｡
(iv) この音節表のお陰で,例えば/kuni/(国)は
ク ニ ア メ コ コ ロ
久木,/a血e/(天)は阿米,/kokoro/(心)は許己呂のよ
うに,日本固有のことば (｢和語｣または ｢やまとこ
とば｣と呼ばれる)は漢字を用いて音表記されるこ
とになった点は押えておきたい｡なお,和語の音を
表記するのに用いられたこのような漢字は責嶺 名花
(この名称は万葉集に多く用いられたことに由来す
る)と呼ばれることも教えたい｡さらに,時間があ
れば,この万葉仮名も非常に不便で,8世紀には,
88種類の日本語の音節を表すのに970以上もの漢字
が使われた 20)というような事実にも触れておきた
い｡
(Ⅴ)最後に,このような状況の中で,漢字を単純
か な
化した日本独自の仮名 (この名称は本来の字である
真名(-漢字)に対する 僧 のな(-辛)｣に由来する)
と呼ばれる2種類の音節文字一一つは,8世紀から
9世紀にかけて万葉仮名の草書体 (草書体の一覧表
を提示するのも効果的である)から生まれたとされ
る ｢平仮名｣で,もう一つは,9世紀に生まれたと
言われる ｢片仮名｣-が現れたことを示す｡なお,
平仮名については,平安中期の偉大な文学作品であ
る紫式部の 『源氏物語』がすべて平仮名で書かれて
いたことに触れるのもよい｡また,片仮名について
は,平仮名の場合とは違い,｢伊｣- ｢イ｣,｢宇｣-
｢ウ｣,｢江｣- ｢エ｣,｢加｣- ｢カ上 ｢多｣- ｢タ｣
などのように万葉仮名 (つまり漢字)から直接派生
されたことを確認させてもよい｡いずれにしても,
12世紀の終わりまでには,現在のような漢字表記と
仮名表記の併用が行われ,現代に至るという歴史的
な流れについては是非とも押えておきたい｡21)
3.アルファベット文字体系と漢字文字体系の比較
ここでは,英語に代表されるローマ[ラテン]･ア
ルファベット (以下,単にアルファベットと表記)
と漢字の文字体系を比較して,ぞれぞれの特徴を理
解してもらうことが狙いとなる｡
3.1 文字の表音性
文字を表音 (つまり,1文字で 1音あるいは 1音
節を表すこと)という観点から見ると,それぞれの
文字体系の違いが明らかになってくる｡アルファベ
ットは,子音と母音の両方とも表せるため,多様な
言語音を表すことが可能となるが,一方,漢字の場
合は,表音の機能は持つものの,主な働きは表語 (つ
まり,1文字で 1語を表すこと)であ′るため,意味
(概念)を表すのには適しているが多様な言語音を
表すには適していない文字体系と言える,という点
は押えておく必要がある｡これに関連して,漢字文
字体系を基本とする中国と違って,日本の場合は,
漢字以外に表音文字 (音節文字)の片仮を取り入れ
た文字体系を使用しているため,日本語にはない外
国の地名や人名のような,漢字のみでは表し難い場
合でも,仮名 (普通は片仮名)を用いることによっ
て,アルファベットほどではないにしても,ある程
度は対応できるという点に触れておきたい｡
大事なことは,アルファベットのように表音を中
心的な目的とする文字もあれば,漢字のように表語
や表意 (つまり,意味 (概念)を表すこと)を中心
的な目的とする文字もあるという点と,仮名は,ア
ルファベットほど完全ではないが,表音を中心的な
目的とするという点を理解させることである｡
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3.2 文字の表語性
文字を表語という観点から見ると,例えばスペリ
ング指導に際して,いくつかの有益なヒントが得ら
れる｡まず,アルファベットの場合は,文字 (letter)
の結合,すなわちスペ リングが表語単位となるが,
一方,漢字の場合は,1字ごとに区別され,基本的
に1字 (複合語の場合は2字以上)が表語単位とな
る点を確認させる｡
このとき,アルファベットは,下の図4に見るよ
うに,現在のような単語の ｢分かち書き｣は紀元1
世紀頃までは行なわれず,語と語の間にスペースを
入れないで続けて書かれていたということを強調し,
単語の分かち書きは,言語単位を視覚的に明示する
必要性から生まれたものであることを理解させるこ
とが重要である｡
図4 ローマ皇帝ネロ (37-68)の演説を
記魚したギリシア語のアルファベット
(ジャン (1990:65)より引用)
次に,大文字や斜体字のような字形について理解
しておくことも,スペリングあるいは詩集の指導に
役立っと思われる｡歴史的には,古代のギリシア文
字やラテン文字[ローマ文字]は,もともと大文字
(majuscule)のみで,小文字 (minuscule)が生ま
れるのは,ローマ帝国で常用 されていた草書体
(cursivewriting)(図5を参照)の影響で,数世
紀後のことである｡ 22)
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することは,文字体系の本質について考えるという
意味では有意義であると思われる｡説明の概略は,
漢字を読む場合は,単語 (つまり字)の視覚イメー
ジが脳に記憶されるため,音韻処理を経ないで視覚
的刺激から直接レキシコンの意味情報にアクセスで
きるが,アルファベット文字を読む場合は,単語 (つ
まり迄葺 のまとまり)の視覚イメージは月削こ記憶さ
れ難く,直接意味処理ができないため,まず音韻処
理をしてから意味情報-と進むいわば間接的プロセ
スを経ると考えられるというようなものとなる｡
4.漢字仮名交じりの文字体系の特徴
ここでは,日本の文字体系は,漢字だけでもなく
仮名だけでもなく,その両方を取り入れていること
について考えさせたい｡｢日本人は,どうして2種類
の異なる表記システムを併用 しているのであろう
か?｣というような疑問から始めるのもよい｡
(i)まず,一般に,中国語のように漢字が連続す
るよりも,漢字と漢字の間に平仮名が入る方が言語
単位の明示という点で視覚的な効果を持つと思われ
ているが,実際,このことを基づけるような実験結
果が,視覚情報処理の分野において提示された 25)
ことについて説明するOついで一に.平仮名を ｢送り
仮名｣として使用することで漢字の読みが特定でき
るという利点について触れておくのもよい｡
(ii)神経心理学分野での研究結果について解説
する｡特に,例えば ｢羽根｣と ｢はね｣のような漢
字単語と平仮名単語をそれぞれの単語 リス トから探
し出すとき,その処理に費やす時間はどのくらいか
かるのかという実験では.漢字の方が平仮名よりも
処理時間が短いという結果が示されたが,この実験
結果は,漢字は音韻処理しなくても意味処理が可能
であるが,平仮名の場合は音韻処理を経てから意味
処理が行われるという,漢字とアルファベット文字
の場合に示されたのと同様の結論を導き出す十分な
証拠となりうる 26)ということについては説明して
おきたい｡
(iii)最後に,まとめとして,英語のアルファベ
ット文字体系は,音を表すことを目指した表記シス
テムであるのに対して,日本語の漢字仮名交じりの
文字体系は,意味と音の両方を表わすことを目指し
た,いわば効率のよい表記システムであると考えら
れるということを是非とも押えておきたい｡
Ⅳ.緒拝
本稿では,まず,特に中学校における英語教育の
実践に際して,英語学習者の障壁となり得るものの
中にはアルファベット文字体系が原因となるものが
あることを指摘し,将来英語教師を目指す学生にと
って,音声指導を始め,スペリング指導や語柔指導
のような教育実践現場において,より効果的な学習
指導を行なうためにはアルファベットについての理
解が不可欠であると述べた｡さらに,アルファベッ
トについて理解するには,アルファベットの起源や
伝播に関する基礎的な知識を始め,アルファベット
と英語学習者が日常用いている漢字や仮名との文字
論的な比較が必要であるという主張の下で,大学の
講義における教育内容について論じ,具体的な教授
内容と教授手順を提示した｡
英語教師を目指す学生にとって,英語のアルファ
ベット文字体系は表音を目指した表記システムであ
るのに対して,日本語の漢字仮名交じりの文字体系
は,表語 (表意)と表音の両方を目指した表記シス
テムであり,このような文字体系の違いが英語と日
本語の音声面や形態面での重要な違いを生み出して
いるということを理解しておくことは,将来教育実
践現場において,生徒からの様々な質問に答えるこ
とのできる実践的な応用力-と繋がっていくものと
思われる｡
注
1)小篠 (2002)を参照｡
2)音節 (syllable)の概念を明確にするのは鮪単
なことではない｡今まで,音声学と音韻論の両方
の立場から様々な提案がなされてきた｡代表的な
ものとしては,卓立 (prominence)を利用するも
の,聞こえ (sonority)という尺度によるもの,
子音や母音 の結合 の仕方 ,つ ま り音連鎖
(sequence)のパターンによるものなどがある｡
本稿では,瀬田･脇本 ･小迫 (2002a)に従って,
英語教育という点で最も効果的だと思われる音
連銀パターンに基づく音韻論的提案を採用する
ことにす る｡音節の概念について詳 しくは
Crystal(1985:297-298)を参照｡
3)正確には｢ローマ暮アルファベット｣あるいは｢ラ
テン･アルファベット｣と呼ぶべきであるが,特
に問題がない場合に限り,ローマ[ラテンい アル
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フアベットの意味で単に ｢アルファベット｣と表
記する｡
4)文字や文字体系の本質について研究する分野は
｢文字論｣と呼ばれることもあるが,今のところ,
｢文字論｣と ｢文字学｣の用語の区別ははっきり
としているわけではない｡この点については,河
野 (1994),亀井 他 (編著)(1996),瀬田 (2008
年出版予定)などを参照｡
5)例えば,渡辺 (1983),コツイオル (1973),Brook
(1973),Crystal(1993),Pyles(1968),モセ
(1963)などを参照｡
6)ジャン (1990:55-57)を参照｡
7)カルヴェ (1998:111)を参照｡
8)Fischer(2001:39,83-84)を参照｡
9)Fischer(2001:85)を参照｡
10)coulmas(1989:158-159)I,Fischer(2001:
122)を参照｡
ll)Fischer(1999:97),Fischer(2001:124-127)
を参照｡
12)ジャン (1990:67)によると,17の子音字と5
つの母音字から成る｡
13) (1)の例はRobinson(1995:173)より引用｡
14)ただし,この説については異論もある｡ジャン
(1990:68-70)を参照｡
15)Fischer(2001:140)を参照｡
16)FiSCher(2001:14卜143)を参照｡
17)FiSCher(1999:100)を参照｡
18)Smith(1996:209)を参照｡
19)Fischer(1999:104)を参照｡
20)coulmas(1989:124)を参照｡
21)Fischer(2001:199-200)を参照｡
22)FiSCher(2001:131,145)を参照｡
23)これに関 しては,河野 (1994:20),Fischer
(2001:204)を参照｡
24)Tzengetal.(1977),Tzengetal.(1979)など
を参照｡
25)例えば,苧阪 (1998)を参照｡
26)御領 (1987)を参照｡
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Title: On Alphabetic Writing System in English Language Education
Yukito SETA (Faculty of Education, Okayama University)
Abstract: This paper aims to show a way of teaching in a framework of integrated studies in English
language education which helps to solve some problems that probably hinder the junior (and/or
senior) high school students from learning English. First, it is shown that some of the problems
which the students encounter in English learning are closely related with the alphabetic writing
system. Then, some important pieces of background knowledge about it (e.g., its history, its
difference from the Japanese writing system, i.e. the writing system in kana mixed with Chinese
characters, etc.) are given, and it is demonstrated how necessary it is to teach them at the
university. Finally, some concrete model and its procedure for teaching background knowledge
about the alphabetic writing system are proposed.
Keywords: alphabet, kana (the Japanese syllabaries), writing system, integrated studies in English
language education
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